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都
市
住
民
の
土
地
所
有
に
関
す
る
地
理
学
的
問
題

て
都
市
住
民
の
土
地
所
有
分
布

二
、
都
市
住
民
の
土
地
所
有
構
造
と
職
業

三
、
都
市
住
民
の
居
住
都
市
と
土
地
所
有
圏
の
形
成

小

結

序

l
都
市
住
民
の
土
地
所
有
に
関
す
る
地
理
学
的
問
題
｜

問
題
に
入
る
前
に
言
葉
の
意
味
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
「
都
市
住
民
」
と
は
フ
ラ
シ
ス
語
の
♀

zeロ
の
訳
で
あ
り
、
こ
こ
で
は

ア
グ
ロ
メ
ラ
シ
オ
ン

明
ら
か
に
都
市
的
な
機
能
を
も
ち
始
め
る
人
口
約
三
、

0
0
0人
以
上
の
集
住
地
に
居
住
し
、
都
市
的
生
活
を
し
て
い
る
者
の
こ
と
で
為
る
。

土
地
所
有
と
は
彼
ら
が
居
住
地
以
外
の
農
村
に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
も
の
で
、
普
通
の
畑
や
ぶ
ど
う
畑
な
ど
の
農
耕
地
の
外
、
地
域
に
よ
っ

ア
プ
サ
ン
テ
イ
ス
ト

て
は
森
林
、
原
野
、
沼
沢
地
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
従
っ
て
「
都
市
住
民
の
土
地
所
有
」
と
は
い
わ
ゆ
る
不
在
地
主
で
あ
り
、
「
農
民
的
土

地
所
有
」
に
対
す
る
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
「
農
民
的
土
地
所
有
」
と
は
あ
る
歴
史
的
意
味
を
も
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
巳

g
aロ

を
歴
史
的
に
厳
密
な
意
味
で
使
用
し
て
い
な
い
の
で
、
広
く
都
市
住
民
の
土
地
所
有
と
し
た
。
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四

さ
て
都
市
住
民
の
土
地
所
有
は
重
要
な
地
理
学
の
課
題
で
あ
る
都
市

l
農
村
関
係
の
一
側
面
を
荷
っ
て
い
る
。
都
市
｜
農
村
が
重
要
な
地
理

学
的
問
題
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
都
市
住
民
の
土
地
所
有
が
都
市
1

農
村
関
係
の
問
題
で
あ
る

こ
と
を
要
約
的
に
と
り
あ
げ
て
お
こ
う
。
従
来
地
理
学
が
景
観
を
そ
の
研
究
対
象
の
中
心
に
据
え
て
い
た
頃
、
土
地
所
有
は
人
文
景
観
や
農
業

構
造
を
変
化
さ
せ
る
も
の
と
し
て
問
題
と
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
R
・
デ
ィ
オ
シ
は
ぶ
ど
う
栽
培
地
景
観
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
景
観
が

必
ず
し
も
自
然
条
件
に
適
し
た
土
地
に
み
ら
れ
な
い
こ
と
を
都
市
住
民
の
土
地
所
有
か
ら
説
明
し
、
耕
地
形
態
に
つ
い
て
も
同
様
の
見
解
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
M
・
ロ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
ル
も
モ
ル
グ
ア
シ
山
中
の
オ

l
グ
シ
に
お
い
て
、
中
世
ま
で
人
文
景
観
に
何
ら
差
異
の
み
ら
れ
な
か
っ

た
こ
の
地
方
の
農
村
が
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
資
本
の
侵
入
に
よ
っ
て
、

中
に
小
作
地
や
孤
立
農
家
が
卓
越
し
て
い
る
の
に
対
し
、

農
業
に
適
し
た
中
心
地
帯
は
垣
で
囲
接
さ
れ
た
広
大
で
、
不
規
則
な
地
条
の

周
辺
の
台
地
は
長
地
型
開
放
耕
地
を
も
っ
、
自
作
農
の
小
村
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
都
市
資
本
と
農
地
構
造
、
農
業
景
観
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。

今
回
、
こ
の
問
題
が
地
理
学
の
課
題
と
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
都
市
の
側
か
ら
み
て
、
都
市
住
民
の
土
地
所
有
が
都
市
を
支
え
る
一
つ
の
基

本
的
要
素
と
し
て
｜
そ
れ
は
都
市
の
農
村
支
配
の
契
機
と
し
て
地
域
を
造
り
出
す
も
の
で
あ
る
が
｜
地
域
組
織
の
基
盤
を
な
す
た
め
で
あ
る
G

第
二
は
農
村
の
側
か
ら
み
て
、
そ
れ
が
農
業
経
営
や
農
村
生
活
の
諸
相
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
関
る
点
に
あ
る
。
都
市
住
民
の
土
地
所
有
は

言
う
ま
で
も
な
く
都
市
に
そ
の
主
体
が
あ
り
、
従
っ
て
、
第
一
の
観
点
か
ら
の
研
究
が
中
心
に
行
な
わ
れ
、
広
い
意
味
で
都
市
地
理
学
の
分
野

の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
｝
。
こ
の
点
に
最
も
は
や
く
着
目
し
、
地
理
学
の
課
題
と
し
た
の
は

R
・
デ
ュ
グ
ラ
シ
で
あ
る
。
彼
に
よ
っ
て
そ
の
具
体

的
問
題
を
要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
都
市
住
民
に
と
っ
て
農
村
の
土
地
所
有
者
で
あ
る
こ
と
は
、
居
住
場
所
で
あ
る
都
市
と
所
有
地
で

あ
る
農
村
を
結
び
つ
け
、
そ
の
聞
に
様
々
な
関
係
を
生
じ
さ
せ
る
。
農
村
か
ら
都
市
へ
向
つ
て
は
地
代
や
利
潤
の
移
動
が
あ
る
。
こ
れ
と
同
方

向
に
農
産
物
、
農
村
人
口
の
移
動
が
加
わ
る
。
他
方
、
都
市
か
ら
農
村
へ
向
つ
て
は
都
市
の
経
済
的
刺
激
が
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
に
附
随
し
て
、

肥
料
、
機
械
、
技
術
者
、
収
穫
時
の
労
働
者
の
移
動
、
更
に
農
村
の
危
機
時
に
都
市
資
本
が
投
入
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た
関
係

の
基
礎
と
な
る
土
地
所
有
の
分
析
は
二
つ
の
相
互
に
補
完
的
な
面
か
ら
行
な
わ
れ
る
。
第
一
に
構
造
的

2
2
2
E
E
H
な
面
で
あ
り
、
第
二
に
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二
四
四

は
空
間
的
8
m
w仲
間
巴
な
面
に
つ
い
て
で
あ
る
。
前
者
に
関
し
て
は
土
地
所
有
の
所
有
規
模
、
経
営
形
態
、
社
会
階
級
、
所
有
地
の
地
理
的
場
所

が
問
題
と
さ
れ
、
後
者
で
は
都
市
住
民
の
居
住
都
市
と
所
有
場
所
を
基
礎
に
、
そ
の
強
さ
（
広
さ
）
、
位
置
か
ら
各
都
市
の
勢
力
範
囲
が
取
扱

わ
れ
、
都
市
の
階
層
的
構
造
、
都
市
網
な
ど
地
域
組
織
構
造
が
問
題
と
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
分
析
に
も
と
．
つ
い
て
フ
ラ
シ
ス
の
各
地
で
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
各
地
の
調
査
結
果
は
都
市
｜
農
村
関
係
に
つ
い
て

の
都
市
の
土
地
所
有
が
地
域
組
織
に
お
い
て
い
か
な
る
地
位
を
し
め
て
い
る
か
を
知
る
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
ら
の
資
料
を
通
じ
て

地
域
的
、
さ
ら
に
国
全
体
の
レ
ベ
ル
へ
の
総
合
に
至
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
で
ま
た
は
じ
め
て
地
域
的
多
様
性
目
地
域
性
を
論
ず
る
こ
と
が
で

き
る
。
小
稿
に
お
い
て
は
ま
ず
上
記
し
た
都
市
住
民
の
土
地
所
有
に
橿
わ
る
諸
側
面
を
と
り
あ
げ
、
地
域
的
差
違
と
い
う
点
に
関
心
を
お
き
な

が
ら
、
全
般
的
問
題
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
調
査
さ
れ
た
地
域
は
決
し
て
多
く
は
な
い
が
、
比
較
的
各
地
域
に
広
く
分
布
し
て

い
る
の
で
（
図
1
参
照
て
あ
る
程
度
地
域
的
差
違
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
利
用
し
た
文
献
は
必
ず
し
も
同
一
の
目
的
を
も
っ
て
調
査

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
方
法
、
調
査
範
囲
な
ど
に
大
き
な
違
い
が
お
る
が
、
上
記
の
課
題
を
満
す
限
り
利
用
し
た
。
な
お
大
部
分
の
調

査
結
果
は
一
九
五

0
年
代
中
噴
か
ら
一
九
六
0
年
代
前
半
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。

注

（
1
）
拙
稿
最
近
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
理
学
研
究
｜
都
市
｜
農
村
関
係
、
都
市
網
に
よ
る
地
域
研
究
の
方
法
、
人
文
地
理
、
第
一
九
巻
三
号
、
一
九
六
七

二
八
九
｜
三

O
五
頁
。

〈
2
）
の
・
司
乱
。
品
目
胆
ロ
ロ
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恥
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）
u

d
ロ
ロ
叩
田
町
仲
口
胆
同
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匂
mwm百
四
回
ー
の
な
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医
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三
時
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ロ
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0

0
件
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同
誌
H
U
但
氏
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ロ

H
E
同
色
。
。
ロ
匂
HHWHHno－一戸担問
M
Y
M
M匂・白
M
1
∞∞・

（
3
）
富
・
同
o
n
v
o
F

ユU
F
但
匂
宮
公
g
a
o
ロ
品
。
回
目
印
刷
回
比
2
M
M
V
O
ロ
話
。
。
宮
内
回
恒
国
曲
目
帥

B
S
M
M
M
W
岡
田
申
但
ロ
苫
ロ
O
印刷冊目

ω帽
帥
白
O
回国
ba回
申
回
目
印
刷
白
百
円

H
－V
同V
比三一冊品一目白・帥仲
HMH
口仲ロ片品
W
回同同但回同一
0
・
同
申
4
・同和
O
間同・角田
O
F
M可申ロ・
H
田
町

0
・
MMMYNAH由－
B
M
∞∞・

（
4
）同
M
・
の
g

円問。
U
H
M
同
宮
山
白
色
申
伺
雷
同
同
世
田
M
E
申
ロ
号
担
問
回
冊
、
同
国

2
・

3
・
悶
＆
1
M怠・

（

5
）
阿
－
U
E同

g
E－U
後
掲

g
y＠
3
・ロ
ω
l
H
8
・

ハ
6
〉
以
下
乙
乙
で
利
用
し
た
文
献
を
あ
げ
て
お
く
。
頭
上
に
付
し
た
番
号
は
図
1
と
後
の
引
用
文
献
番
号
に
一
致
す
る
。
な
お
⑫
は
未
見
で
あ
る
が
、
①
に

含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
一
応
あ
げ
て
お
く
。
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表
1

地
域
別
都
市
住
民
の
土
地
所
有
率

調査土？~地a?面
積

都
市
住
号tのiJa

）
所
有
面
積
｜
｜
r
鉛／
A
I
 

地
域

備
考

（
〉

Jレ｜
55,000 

15,487 
｜

拡
1
I
 

l
h
a
以
上

ピ
カ

ル
デ

ィ
－

I
553,739 

152,616 
I
 2a. o

 ｜
ワ
ー
ズ
県
及
び
ソ
ム
県
の
抽
出
調
査
の
結
果

ノ
ル

7
ン
デ
ィ
ー

540,080 
193,105 

I
 35. 7

 [
 

1
h
a
以
上

イ
ル

ド
フ

ラ
ン

ス
｜

15,230 
8,213 

I
 54.o 

I
 

ナ
ン

161,520 
I
 19. a

 
J
 1
h
a
以
上

シ
ャ

フ
ン

61,085 
I
 11. o

 ｜
本
全
調
面
査
積
土
地
に
面
調
査
積
が
不
明
の
た
村
め
シ
ャ
ラ
ン
ト
得
県
の
平
数
字均
コ
ミ
ユ

ー
ヌ

コ
ミ

ュ
ー

ヌ
数

を
掛

け
て

た
を
利
用

ボ
Jレ

ド
38,570 

I
 2s.o 

I
 

!
 ~t~ [

 
a
h
a
以
下
は

1/6
の
抽
出
調
査
結
果

パ
ラ

ン
グ

ド
ク

｜
普

通
畑

叩
oo
I
 

380,076 
ツ

ぶ
ど
う
畑

280,000
91,530 

ト
ウ

ー
ル

ー
ズ
l

240,000 
I
 11.0 

1
1
h
a
以
上

ア
ド

580,000
本｜

41,000 
7.0 

I本
全
調
査
地
域
の
面
積
、
従
っ
て
土
地
面
積
は
と
れ
よ
り
小
さ
い

南
ア

ノレ
3
札

制
｜

44,348 
I
 1s. s

 15 a
以
上
南
ア
ル
フ
。
調
査
地
全
体
の
ゆ
の
面
積
の
調
査
結
果
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れ
入

I'¥
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え
己
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君
臨
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フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
都
市
住
民
の
土
地
所
有
（
一
）

（
野
沢
）

二
四
八

ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
、
ォ

l
ト
・
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ

l
、
リ
1
ル
、
ピ
カ
ル
デ
ィ

l
、
さ
ら
に
南
フ
ラ
シ
ス
の
パ
・
ラ
シ
グ
ド
V

グ
、
ボ
ル
ド
ー

な
ど
で
あ
り
、
低
い
地
域
は
南
フ
ラ
シ
ス
の
ア
ド

l
ル
、
シ
ャ
ラ
シ
ト
、
ト
ゥ

1
ル
l
ズ
、
南
ア
ル
プ
地
方
で
あ
る
。
表
に
は
現
わ
れ
な
か
っ

た
が
ア
ル
ザ
ス
、
南
ジ
ュ
ラ
も
低
い
地
域
の
中
に
数
え
ら
れ
る
ο

北
の
ア
ル
ザ
ス
、
南
ジ
ュ
ラ
、
南
の
パ
・
ラ
シ
グ
ト
V

グ
、
ボ
ル
ド
ー
を
除

い
て
、
概
ね
北
に
高
く
南
に
低
い
傾
向
が
窺
え
よ
う
。
こ
の
地
域
的
差
違
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
情
況
、
と
く
に
農
業
経
営
株
式
、
土
地
利

用
、
ま
た
都
市
の
発
達
度
、
後
述
す
る
パ
リ
と
の
関
係
、
更
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
的
過
程
な
ど
が
相
互
に
絡
ん
で
生
じ
て
く
る
。
こ
の

問
題
は
後
の
本
稿
の
課
題
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
都
市
住
民
の
土
地
所
有
に
重
要
性
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
こ
、

三
の
点
に
つ
い
て
だ
け
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。

ま
ず
第
一
に
土
地
所
有
が
投
機
的
有
右
ユ
伽
片
品
白

1
2
E片山
2
で
あ
る
か
、

て
、
都
市
住
民
の
所
有
に
お
け
る
重
要
性
が
異
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

投
資
的
宮
・
0
℃
ユ
品
広
島
OHM
－RO
B
S
H
で
あ
る
か
に
よ
っ

そ
の
例
と
し
て
は
ぶ
ど
う
栽
培
地
の
パ
・
ラ
シ
グ
ド
γ
グ
、
ボ
ル
ド
ー
が
あ
げ
ら
れ
、

一
般
的
に
言
っ
て
前
者
の
場
合
に
は
そ
の
割
合
は
高
く
現
わ
れ
、

こ
れ
が
都
市
住
民
の
所
有
率
の
低
い
南
フ
ラ
シ
ス
に
あ

っ
て
、
こ
の
二
地
域
が
高
い
理
由
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
に
は
そ
の
重
要
性
は
薄
れ
、

ウ
ー
ル

l
ズ
の
低
滞
農
村
が
そ
の
例
で
あ
る
。
し
か
し
上
の
事
実
が
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
は
投
機
的
地
域
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
上

記
の
地
域
よ
り
都
市
住
民
の
土
地
所
有
の
割
合
が
大
き
い
パ
リ
周
辺
地
域
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
地
域
で
は
資
本
家
的
借
地
農
経

営
の
優
勢
な
地
域
で
あ
り
、
投
機
的
商
品
作
物
が
栽
培
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
土
地
所
有
そ
れ
自
体
は
投
機
を
目
的
と
し
た
直
接
経
営
を
行
な
わ

れ
ず
と
も
土
地
を
投
資
と
し
て
所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
利
益
は
大
き
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
土
地
所
有
が
利
益
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と

た
と
え
ば
西
及
び
南
西
フ
ラ
シ
ス
の
シ
ャ
ラ
シ
ト
や
ト

こ
ろ
で
は
都
市
住
民
の
土
地
所
有
が
経
済
的
に
重
要
な
地
位
を
し
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

少
し
具
体
的
に
数
字
を
あ
げ
て
お
け
ば
、
先
き
に
投
機
的
土
地
所
有
地
域
と
し
て
あ
げ
た
フ
ラ
シ
ス
の
代
表
的
ぶ
ど
う
栽
培
地
域
で
あ
る
パ

・
ラ
シ
グ
ド
ッ
グ
で
は
四
O
五
、
九
七

O
ヘ
グ
グ

1
ル
（
パ
・
ラ
シ
グ
ド

v
グ
全
体
の
二
九
・
九
Mm）
の
土
地
と
ぶ
ど
う
栽
培
地
九
七
、
九
O

そ
の
う
ち
十
分
の
九
が
都
市
の
居
住
者
と
い
う
状
況
を
示
し

八
ヘ
グ
グ
！
ル
（
ぶ
ど
う
栽
培
地
の
三
四
・
九
%
）
が
不
在
地
主
に
所
有
さ
れ
、



て
い
る
。
同
じ
く
ぶ
ど
う
栽
培
地
で
あ
る
ガ
ロ
シ
ヌ
川
下
流
左
岸
に
位
置
し
た
八
一
カ
村
に
お
い
て
も
、
全
体
の
ニ
三
%
に
当
る
土
地
が
都
市

住
民
に
所
有
さ
れ
て
い
る
。
他
方
こ
れ
ら
ぶ
ど
う
栽
培
地
以
上
に
数
字
の
上
で
都
市
住
民
の
所
有
の
割
合
が
高
い
の
は
北
フ
ラ
シ
ス
の
諸
地
域

で
あ
る
。
パ
リ
の
北
郊
サ
シ
・
ド
ニ
と
シ
ャ
シ
ト
リ
l
の
森
の
間
に
あ
る
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
シ
ス
の
「
フ
ラ
シ
ス
平
野
」
で
は
八
二
カ
村
の
土

地
面
積
一
五
、
二
三

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
中
八
、
二
一
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
実
に
五
四
Mmが
都
市
住
民
の
所
有
で
あ
る
。
ま
た
更
に
北
西
、
ォ

I
ト
・
ノ

ル
マ
シ
デ
ィ
ー
で
は
農
村
に
一
ヘ
グ
グ
l
ル
以
上
所
有
す
る
都
市
住
民
が
七
、

五
八
一
入
居
り
、

一
九
三
、

一
O
五
ヘ
グ
グ
l
ル
の
土
地
を
所

有
し
、
ォ

l
ト
・
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ

l
全
体
の
三
五
・
七
Mmを
し
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
都
市
住
民
の
土
地
所
有
の
重
要
性
を
知
る
上
で
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
流
出
の
結
果
、
都
市
住

民
の
所
有
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
ω

こ
れ
は
上
記
の
よ
う
な
投
機
あ
る
い
は
投
資
を
目
的
と
し
て
都
市
住
民
が
土
地
所
有
者
と
し
て
農

村
か
ら
収
奪
支
配
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
離
村
の
結
果
た
だ
単
に
資
本
を
土
地
と
し
て
保
存
し
た
り
、
あ
る
い
は
レ
グ
リ
ェ

l
シ
ョ
ジ
、
バ
カ

ン
ス
用
に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
だ
け
の
も
の
で
経
済
的
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
社
会
的
な
も
の
が
多
い
。

こ
の
離
村
に
よ
る
都
市
の
土
地
所
有
の
増
大
は
各
地
で
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
二
つ
の
グ
イ
プ
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
過
去
の
時
代
の

名
残
り
で
あ
る
在
村
貴
族
や
農
村
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

l
の
大
都
市
、
と
く
に
パ
リ
へ
の
移
動
の
結
果
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
場
合
は
面
積
が
大
き

い
。
た
と
え
ば
貴
族
所
有
地
の
多
い
オ

1
ト
・
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
で
は
一
八
二
五
年
パ
リ
在
住
の
九
九
人
の
貴
族
が
二
三
、
七
－
ニ
ヘ
グ
グ
l

ル
を
所
有
し
て
い
た
が
、
一
九
五
六
年
に
は
二
六
一
人
に
増
加
し
、
所
有
地
も
二
七
、

0
0
0
ヘ
グ
グ
l
ル
に
ふ
え
て
い
る
G

ま
た
封
建
的
大

土
地
所
有
が
広
い
領
域
を
し
め
て
い
た
モ
ル
ヴ
ァ
ン
で
も
五

O
ヘ
グ
グ
l
ル
以
上
の
大
土
地
所
有
者
が
モ
ル
ヴ
ア
ジ
の
地
域
都
市
で
は
減
少

（
一
八
五

O
年
一
七
Mm↓
一
九
六
二
年
一
一
%
）
し
て
い
る
の
に
対
し
、
逆
に
パ
リ
で
増
え
て
い
る
（
一
八
五

O
年
九
Mm↓
一
九
六
二
年
一
九

Mm）
こ
と
な
ど
が
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
c

二
つ
に
は
こ
う
し
た
大
土
地
所
有
者
ば
か
り
で
な
く
、
近
年
急
激
に
増
加
し
、
数
に
お
い
て

極
め
て
多
い
の
が
離
村
円
O
M
O品
。

2
R巳
の
結
果
に
よ
る
小
土
地
所
有
者
の
創
出
で
あ
る
。
こ
れ
は
と
く
に
農
業
に
恵
ま
れ
な
い
地
域
、
後
進

地
域
に
多
い
。
た
と
え
ば
シ
ャ
ラ
ン
ト
地
方
に
そ
の
例
が
み
ら
れ
、

シ
ャ
ラ
シ
ト
の
中
心
都
市
ア
ン
グ
レ

l
ム
に
居
住
す
る
土
地
所
有
者
三
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
都
市
住
民
の
土
地
所
有
（
一
）

（
野
沢
）

二
四
九



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
都
市
住
民
の
土
地
所
有
（
一
）

（
野
沢
）

二
五
O

五
一
三
人
の
う
ち
三
分
の
二
に
あ
た
る
二
、

て
い
る
。
同
じ
く
農
業
に
は
恵
ま
れ
な
い
南
ア
ル
プ
で
も
、

一
O
一
人
は
一
ヘ
グ
グ

l
ル
以
下
と
い
う
小
土
地
所
有
者
で
、
農
村
流
出
の
結
果
を
も
の
が
た
つ

グ
l
ル
所
有
の
都
市
住
民
二
一
一
人
に
対
し
、

一
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
都
市
の
所
有
者
が
全
体
の
七
五

t
九
四
Mmを
し
め
て
い

た
と
え
ば
南
ア
ル
プ
の
南
部
パ
ラ
ン
ツ
ル
平
野
に
あ
る
マ
ノ
ス
グ
地
域
で
は
一
九
一
四
年
0
・
0
五
1
二
ヘ
グ

一
九
六
四
年
に
は
四
七
三
人
に
増
大
し
て
い
る
。
彼
ら
は
村
を
離
れ
る
と
き
土
地
を
す
べ
て
売

近
年
は
こ
う
し
た
南
ア
ル
プ
、
南
ジ
ュ
ラ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は

る
の
も
そ
れ
を
示
し
て
お
り
、

却
す
る
こ
と
な
く
所
有
し
、
農
村
と
の
関
係
を
断
ち
切
ら
な
い
の
で
あ
る
。

セ
カ
シ
ド
ハ
ク
ス
と
し
て
の
土
地
所
有
、
購
入
に
よ
っ
て
都
市
住
民
の
土
地
所
有
が
ふ
え
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
上
に
述
べ
て
き
た
理
由
は
都
市
住
民
の
土
地
所
有
を
促
進
す
る
作
用
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

阻
止
す
る
も
の
を
あ

げ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
農
民
的
土
地
所
有
の
発
達
の
程
度
で
あ
る
。
具
体
的
な
都
市
住
民
の
所
有
率
を
算
出
し

得
な
い
の
で
あ
る
が
、
ア
ル
ザ
ス
で
は
は
や
く
か
ら
小
農
化
が
進
ん
だ
結
果
、
土
地
所
有
に
よ
る
都
市
｜
農
村
関
係
の
意
味
は
き
わ
め
て
薄
く

な
っ
て
い
る
vo

同
じ
く
ピ
レ
、
不
l
山
脈
北
麓
の
ア
ド
l
ル
地
方
も
小
農
民
的
土
地
所
有
が
卓
越
し
た
地
域
で
、

四
八
九
カ
村
中
三

O
O村
で
在

地
の
農
民
的
所
有
が
面
積
の
九
O
%以
上
を
し
め
、

あ
る
。

都
市
住
民
の
土
地
所
有
が
村
の
面
積
の
半
分
以
上
を
し
め
る
村
は
唯
一
つ
あ
る
の
み
で

以
上
の
よ
う
な
理
由
、
そ
し
て
そ
の
他
の
様
々
な
理
由
が
絡
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
都
市
住
民
の
土
地
所
有
強
さ
の
違
い
が
現
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た
各
地
の
都
市
住
民
の
土
地
所
有
の
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
平
均
値
に
す
ぎ
な
い
点
を
注
意
し
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
都
市
住
民
の
所
有
率
の
高
い
オ

l
ト
・
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
ー
で
は
セ

l
ヌ
川
を
挟
ん
で
所
有
率
に
差
が
み
ら
れ
、
セ
ー

ヌ
川
の
南
、
い
わ
ゆ
る
パ
ス
・
セ

l
ヌ
地
域
で
は
平
均
し
て
三

O
泌
を
越
え
な
い
。
こ
の
境
界
は
農
業
経
営
上
で
も
み
と
め
ら
れ
る
。
ナ
シ
ト

地
域
で
も
農
村
に
お
け
る
都
市
住
民
の
土
地
所
有
率
は
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
七
J
一二五

Mm
の
ひ
ら
き
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
ロ
ワ

l
ル
川
の
南
レ
y



ッ
、
ヴ
ア
ジ
デ
・
ボ
カ

l
ジ
ュ
地
帯
に
率
が
高
く
、
そ
の
地
域
は
都
市
住
民
の
大
土
地
所
有
の
多
い
と
こ
ろ
に
一
致
し
て
い
る
。

ま
た
都
市
住
民
の
土
地
所
有
が
比
較
的
少
な
い
と
こ
ろ
で
も
地
域
内
部
差
が
あ
り
、
た
と
え
ば
全
体
で
は
一
七
Mmを
し
め
る
ト
ゥ

l
ル
l
ズ

農
村
で
も
、
ト
ゥ

l
ル
l
ズ
の
東
部
及
び
南
部
農
村
に
著
し
く
発
達
し
、
テ
ル
ホ

1
ル
と
呼
ば
れ
る
地
帯
や
ガ
ロ
シ
ヌ
の
谷
、

と
く
に
東
部
地
域
で
は
都
市
住
民
の
土
地
所
有
が
農
民
の
そ
れ
を
越
え
て
い
る
。

ア
リ
ェ

l
ジ
ュ

の
谷
に
強
く
現
わ
れ
、

こ
こ
は
メ
テ
ィ
ヤ

l
ジ
ュ
の
地
域

で
、
ト
ゥ

l
ル
l
ズ
農
村
で
も
自
然
に
恵
ま
れ
た
穀
物
栽
培
地
域
で
あ
る
。

同
じ
く
都
市
住
民
の
所
有
が
少
な
い
ア
ド

l
ル
で
も
エ
ー
ル
・
シ

サ
リ
l
・
ド
・
ベ
ア
ル
ン
を
結
ん
だ
西
部
一
帯
は
都
市
住
民
が
進
入
し
て
お
り
、
三
分
の

一
の
面
積
が
地
域
の
小
中
都
市
の
住
民
に
よ
っ
て
し
め
ら
れ
て
い
ぶ
「
南
ア
ル
プ
の
抽
出
調
査
地
域
聞
に
も
距
た
り
が
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の

ア
グ
モ

l
、
オ
ル
テ
ッ
ッ
、

ュ
l
ル
・
ラ
ド

l
ル、

議
論
は
地
域
全
体
の
平
均
と
し
て
進
め
て
ゆ
く
。

以
上
述
べ
て
き
た
各
地
域
の
平
均
か
ら
導
か

ま
た
投
資
的
で
あ
る
に
し
て
も
農
業
経
営
に
お
い
て
充
分
利
益
を
あ
げ
う

る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
都
市
住
民
の
土
地
所
有
の
重
要
性
が
異
な
る
こ
と
。
ま
た
全
地
域
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
る
が
農

村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
流
出
の
結
果
と
し
て
、
都
市
の
土
地
所
有
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
。
最
後
に
農
民
的
土
地
所
有
の
強
さ
が
影
響
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
っ
て
都
市
の
土
地
所
有
の
地
域
的
差
違
が
生
じ
て
い
る
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

都
市
住
民
の
土
地
所
有
率
の
地
域
的
差
違
の
詳
細
な
分
析
は
次
回
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、

れ
た
一
応
の
結
果
は
地
域
の
農
業
が
投
機
的
か
投
資
的
で
あ
る
か
、
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ラ
ン
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⑧
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ニ
、
都
市
住
民
の
土
地
所
有
構
造
と
職
業

農
村
に
土
地
を
所
有
す
る
都
市
住
民
の
性
格
、
ま
た
各
地
域
に
お
け
る
彼
ら
の
特
色
を
知
る
上
で
、
彼
ら
の
土
地
所
有
構
造
と
職
業
を
検
討

す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
都
市
住
民
の
土
地
所
有
の
地
域
的
性
格
を
反
映
す
る
は
ず
で
あ
る
。

ー
、
小
土
地
所
有
小
土
地
所
有
の
限
界
を
ど
こ
に
置
く
か
は
各
地
域
の
農
業
基
盤
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
が
、

持
す
る
限
界
以
下
の
も
の
と
す
る
と
、
五

t十
ヘ
グ
グ
1
ル
以
下
と
い
う
と
こ
ろ
が
一
般
的
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
範
囲
に
属
す
る
都
市
住
民

の
土
地
所
有
者
は
、
所
有
者
数
が
い
ず
れ
の
地
方
で
も
圧
倒
的
に
多
い
の
を
特
色
と
す
る
。
表
2
の
小
土
地
所
有
は
各
地
の
調
査
結
果
が
同
一

一
農
家
の
生
活
を
維

の
規
模
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
厳
密
な
比
較
は
困
難
で
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
は
指
摘
で
き
よ
う
。

ま
ず
一
般
に
都
市
住
民
の
土
地
所
有
率
が
高
い
北
フ
ラ
ン
ス
の
諸
地
域
に
は
小
土
地
所
有
の
占
め
る
地
位
に
二
つ
の
グ
イ
プ
、
即
ち
比
較
的

大
き
い
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
が
あ
る
。
後
者
に
属
す
る
地
域
と
し
て
、
表
か
ら
明
ら
か
な
如
く
オ
l
ト
・
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
ー
が
あ
げ
ら
れ

る
。
そ
こ
で
は
都
市
住
民
七
、
五
八
一
人
中
四
一
・
六
Mmに
あ
た
る
土
地
所
有
者
が
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
所
有
者
で
、

そ
の
所
有
地
は
全
都

市
住
民
所
有
の
五
・
六
Mmに
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
リ
l
ル

（一

i
五
ヘ
グ
グ
l
ル
の
所
有
者
）

で
は
土
地
所
有
者
数
で
五
一
・
六
Mm、

で
は
所
有
者
で
は
八
O
M
m近
く

面
積
で
一
一

Mmを
し
め
て
い
る
。
少
し
規
模
が
大
き
く
な
る
が
、
ピ
カ
ル
デ
ィ

l

（一

1
一
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

を
し
め
、
面
積
で
は
二

O
%を
越
え
て
い
る
。
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フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
都
市
住
民
の
土
地
所
有
（
一
）
（
野
沢
）

二
五
四

次
に
南
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
み
る
と
、
い
ず
れ
の
地
域
も
平
均
し
て
い
る
。
都
市
の
所
有
率
が
高
い
パ
・
ラ
シ
グ
ド
y
グ
で
は
六
ヘ
グ
グ
1

ル
が
生
活
維
持
の
限
界
で
あ
る
が
、
六
ヘ
グ
グ
l
ル
以
下
の
所
有
者
が
、
四
二
、
五
O
O
人
、
全
体
で
四
て
O
O
O
ヘ
グ
グ
l
ル
の
土
地
を

所
有
し
、
所
有
者
数
で
九
O
%
、
所
有
面
積
で
は
一
O
M
m
強
を
占
め
て
い
る
。
ぶ
ど
う
栽
培
地
に
な
る
と
更
に
面
積
が
増
加
す
る
。
同
じ
性
格

を
も
っ
ボ
ル
ド
ー

2

1七
ヘ
グ
グ
1
ル
）
で
は
若
干
率
が
低
い
（
所
有
者
七
一
%
、
面
積
九
・
二
%
）
。

都
市
の
所
有
率
が
高
く
な
い
地
域
に
つ
い
て
み
て
も
、
南
ア
ル
プ
〈
0

・0
五
1
十
ヘ
グ
グ
l
ル
〉
で
は
土
地
所
有
者
で
約
九
O
M
m
、
所
有

面
積
で
約
一
六
M
m
を
占
め
て
い
る
。
ト
ゥ

l
ル
ー
ズ
で
は
一
七
M
m
で
あ
る
。
以
上
の
事
実
か
ら
、
各
地
域
の
小
土
地
所
有
の
調
査
結
果
の
規
模

の
違
い
を
考
慮
に
入
れ
て
み
る
と
、
先
に
あ
げ
た
オ
l
ト
・
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

l
が
一
つ
低
率
で
あ
る
の
を
除
い
て
、
他
は
小
土
地
所
有
が
全
体

の一

o
t
ニO
M
m
前
後
に
あ
た
る
面
積
を
し
め
る
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
ほ
ぼ
全
地
域
で
平
均
し
て
分
布
し
て
い
る
の
は
こ
の
小
土
地

所
有
の
性
格
か
ら
来
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
そ
の
多
く
が
農
村
移
住
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
小
土
地
所
有
者
の
職
業
を
み
れ
ば
よ
り
一
層
明
ら
か
と
な
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
中
に
多
く
の
都
市
労
働
者
が
含
ま
れ
て
お
り
、

事
務
員
、
工
場
労
働
者
、
鉄
道
従
業
員
の
他
小
商
人
、
職
人
、
下
級
役
人
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
お
r

こ
う
し
た
小
土
地
所
有
者
は
数
世
代
に
わ
た
っ
て
遺
産
と
し
て
所
有
さ
れ
て
い
る
も
の
や
上
に
述
べ
た
如
く
新
し
く
都
市
集
中
に
よ
る
も
の

な
ど
が
あ
る
が
、
都
市
生
活
で
の
危
機
の
際
の
安
全
弁
と
し
て
所
有
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
必
ず
し
も
小
作
に
出
さ
れ
た
り
、
直
接
経
営

さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
農
業
よ
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
従
っ
て
パ
・
ラ
シ
グ
ド
y
グ
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
小
規
模
な
が
ら
ぶ
ど

う
栽
培
を
行
な
っ
て
い
る
場
合
と
か
、
大
都
市
周
辺
に
若
干
み
ら
れ
る
投
機
的
土
地
所
有
以
外
は
都
市
｜
農
村
関
係
に
お
い
て
あ
ま
り
経
済
的

意
味
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
投
資
と
し
て
都
市
で
の
所
得
の
補
充
程
度
の
意
味
し
か
も
た
な
い
。
む
し
ろ
小
土
地
所
有
が
問
題
と
な
る
の
は
い
ず

れ
の
地
域
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
離
村
の
結
果
と
し
て
の
土
地
所
有
で
あ
り
、
と
く
に
近
年
で
は
セ
カ
シ
ド
ハ
ク
ス
と
し
て
週
末
あ
る
い
は
季

節
的
な
居
住
地
に
利
用
さ
れ
る
土
地
所
有
で
あ
る
。
別
荘
用
地
と
し
て
の
小
土
地
所
有
が
ル
ポ
l
の
研
究
し
た
南
ジ
ュ
ラ
の
レ
マ
シ
コ
周
辺
で

顕
著
に
み
ら
れ
る
将
、
農
地
所
有
と
は
や
や
異
質
で
あ
り
、
都
市
｜
農
村
関
係
と
し
て
は
別
の
問
題
を
提
供
す
る
。



中
土
地
所
有
は
小
土
地
所
有
の
場
合
以
上
に
定
義
す
る
こ
と
が
む
つ
か
し
い
が
、
デ
ュ
グ
ラ
シ
に
な
ら
っ
て
理
論
的

に
は
自
己
の
土
地
で
一
農
家
が
生
活
し
得
る
大
き
さ
の
土
地
所
有
と
考
え
る
。

2
、
中
土
地
所
有

し
か
し
耕
作
シ
ス
テ
ム
や
技
術
的
設
備
な
ど
の
違
い
や
場
所
に

よ
る
違
い
が
あ
ろ
う
。
パ
・
ラ
シ
グ
ド
ヲ
グ
で
は
普
通
畑
の
場
合
六
！
五
O
ヘ
グ
グ
l
ル
、
ぶ
ど
う
畑
で
は
六

t
二
O
ヘ
グ
グ
l
ル
が
よ
の
定

義
の
都
市
住
民
の
中
土
地
所
有
に
該
当
す
る
日
。
い
ま
こ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
表
2
の
よ
う
に
中
土
地
所
有
を
分
類
し
た
。

ま
ず
北
フ
ラ
ジ
ス
を
し
め
る
諸
地
域
は
リ
ー
ル
を
除
い
て
、
中
土
地
所
有
の
二
段
階
を
合
わ
せ
た
所
有
面
積
の
割
合
で
み
る
と
、
い
ず
れ
の

地
域
も
三
O
M
m
代
に
あ
り
、
平
均
し
て
い
る
。
所
有
者
数
は
判
明
す
る
と
こ
ろ
で
は
い
ず
れ
も
四
O
M
代
に
あ
る
。
リ
ー
ル
は
五
ヘ
グ
グ
l
ル

以
上
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
中
土
地
所
有
全
体
で
五
五
M
m
を
し
め
群
を
抜
き
、
そ
の
上
所
有
者
数
で
も
五
O
%
で
あ
り
、
典
型

的
な
中
規
模
土
地
所
有
地
域
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

他
方
南
フ
ラ
ン
ス
は
ト
ゥ

l
ル
l
ズ
の
五
六
M
m
を
最
高
に
次
い
で
パ
・
ラ
シ
グ
ド
y
グ
（
四
七
・
五
M
m
）
、

ぶ
ど
う
栽
培
地
と
高
率
の
地
域
が
続
く
が
、
残
り
の
パ
・
ラ
シ
グ
ド
y

グ
の
普
通
畑
、
南
ア
ル
プ
と
も
決
し
て
高
い
割
合
で
は
な
い
（
そ
れ
ぞ

れ
一
八
・
五
M
m
と
－
二
・
二
M
m
）
。
南
フ
ラ
ン
ス
で
は
ぶ
ど
う
栽
培
地
の
パ
・
ラ
シ
グ
ド
y
グ
と
ボ
ル
ド
ー
が
平
均
に
近
い
か
な
い
し
は
そ
れ

以
上
の
割
合
を
し
め
る
の
は
全
体
の
土
地
所
有
率
か
ら
み
て
当
然
と
し
て
も
、
ト
ゥ

1
ル
1
ズ
が
北
フ
ラ
シ
ス
と
同
様
圧
倒
的
に
中
土
地
所
有

型
を
し
め
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
他
で
は
北
フ
ラ
シ
ス
に
比
べ
概
し
て
低
い
と
い
え
る
。

中
土
地
所
有
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
所
有
者
も
上
の
小
土
地
所
有
の
場
合
の
よ
う
に
都
市
へ
の
移
住
の
結
果
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
投
資

パ
：
フ
シ
グ
ド
y

グ
や
ト
ゥ

l
ル
l
ズ
の
農
村
に
お
い
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
中
土
地
所
有
者
の
所
有
地
が
地

オさ
Jレ
ド

（
二
九
・
八
%
）
の

に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

域
全
体
に
広
く
分
布
し
て
い
る
と
同
時
に
中
心
都
市
の
ま
わ
り
に
「
後
光
」

た
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
都
市
へ
の
移
住
の
結
果
に
よ
る
分
散
性
と
都
市
住
民
が
投
資
し
た
農
地
に
注
意
を
向
け
る
た
め
の
便
宜
上
か
ら
く
る

都
市
へ
の
近
接
性
に
よ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

の
よ
う
に
と
り
ま
い
て
い
る
分
布
の
仕
方
は
そ
の
こ
と
を
も
の
が

こ
の
こ
と
は
中
土
地
所
有
者
の
職
業
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
る
。
小
土
地
所
有
に
多
か
っ
た
労
働
者
、
事
務
員
が
減
り
、
上
級
役

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
都
市
住
民
の
土
地
所
有
（
一
〉

（
野
沢
）

二
五
五



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
都
市
住
民
の
土
地
所
有
（
一
）
（
野
沢
）

イル・ド・フランスにおけるパリ在住の土地所有者の社会構造

5～10 ha 10～50ha 50～100 ha 
土地所有者

地主数｜面 地主数｜面 地主数｜面積 積 積

産業資本家 6 38 8 198 2 110 

ブ Jレジョア 65 458 60 1,345 11 705 

貴 族 4 25 15 345 3 198 

団 体 5 34 1 12 5 353 

計 80 555 84 19 1,246 

100 ha～ 計
土地所有者

地主数｜面 地主数｜面 積｜面ω積積

産業資本家 4 581 20 927 5.2 

ブ Jレジョア 5 698 140 3,146 17.6 

貴 ！~ぇ 9 1,710 30 2,220 12.6 

団 体 2 458 13 857 4.6 

言十 20 203 7,150 40 

表3-a

二
五
六

人
、
自
由
業
者
、
商
人
、
医
者
な
ど
が
代
表
的
と
な
り
、
南

フ
ラ
シ
ス
の
投
機
的
地
域
や
北
フ
ラ
シ
ス
で
は
投
資
と
し
て

の
積
極
性
が
み
ら
れ
プ
ル
ジ
ョ
ア
の
土
地
所
有
が
増
え
て
く

る
（
表
3
！
と
。
こ
の
事
実
は
次
の
点
で
も
示
さ
れ
る
。

中
土
地
所
有
の
経
営
様
式
は
北
フ
ラ
シ
ス
で
は
フ
ェ
ル
マ

ー
ジ
ュ
が
中
心
で
あ
る
が
、
南
フ
ラ
ジ
ス
で
は
フ
ェ
ル
マ

l

ジ
ュ
か
メ
テ
ィ
ヤ
l
ジ
ュ
の
間
接
経
営
で
あ
っ
た
り
、
管
理

人
を
お
く
か
あ
る
い
は
直
接
管
理
を
す
る
直
接
経
営
の
場
合

な
ど
が
あ
る
が
、
実
際
行
な
わ
れ
て
い
る
耕
作
シ
ス
テ
ム
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
。

ト
ゥ

l
ル
1
ズ
の
よ
う
に
遅
れ
た

農
村
地
帯
で
は
、
中
土
地
所
有
の
場
合
一

1
二
人
の
メ
テ
ィ

エ
を
も
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
パ
・
ラ
シ
グ
ド
ッ
グ
の
ぶ

ど
う
栽
培
地
で
は
こ
の
メ
デ
ィ
ヤ
l
ジ
ュ
の
他
、
資
本
家
的

経
営
が
登
場
し
て
く
る
。

3
、
大
土
地
所
有

関
係
に
関
し
て
、
小
土
地
所
有
が
社
会
的
側
面
が
強
い
と
す

る
な
ら
、
大
土
地
所
有
は
経
済
的
な
面
が
強
く
な
っ
て
く

し
か
し
こ
の
大
土
地
所
有
に
も
様
々
な
グ
イ
プ
が
あ

土
地
所
有
に
お
け
る
都
市
｜
農
村

るり
、
地
域
的
違
い
が
あ
る
。



ま
ず
大
土
地
所
有
を
仮
り
に
五
O
ヘ
グ
グ
l
ル
以
上
（
耕
作
シ
ス
テ
ム
、
場
所
に
よ
っ
て
は
二
O
J
二
五
ヘ
グ
グ
l
ル
以
上
と
い
う
と
こ
ろ

も
あ
る
）
と
す
る
と
、
小
土
地
所
有
の
場
合
と
は
逆
に
所
有
者
数
は
き
わ
め
て
少
な
い
が
、
所
有
す
る
面
積
が
大
き
い
。
表
2
に
よ
れ
ば
、

五
O
ヘ
グ
グ
l
ル
以
上
の
都
市
の
土
地
所
有
者
が
彼
ら
の
全
土
地
の
五
O
%
以
上
を
し
め
て
い
る
地
域
は
、

イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
シ
ス
（
六
0
・

一
um）
、
ォ

l
ト
・
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ

1
（
五
八
・
九
%
）
、
ボ
ル
ド
ー
（
五
八
・
二
M
m
）
、
パ
・
ラ
シ
グ
ド
y
グ
の
普
通
畑

（七

0
・
七
M
m
）
、
南

ア
ル
プ

（
六
三
・
二
M
m
）
で
あ
る
。
そ
の
他
の
地
域
で
も
ピ
カ
ル
デ
ィ

l
（四

0
・
一
%
）
、

ナ
シ
ト
（
四
四
・
一
M
m
）

な
ど
が
四
O
M
以
上

を
占
め
て
い
る
。
上
で
典
型
的
な
中
土
地
所
有
型
の
地
域
で
あ
っ
た
リ
l
ル
、
ト
ゥ

l
ル
l
ズ
は
低
く
そ
れ
ぞ
れ
三
三
・
五
%
、

に
す
ぎ
な
い
。
パ
・
ラ
シ
グ
ド
y
グ
の
ぶ
ど
う
栽
培
地
は
二
O
ヘ
グ
グ
l
ル
以
上
を
大
土
地
所
有
と
み
な
し
て
よ
い
か
ら
、

二
六
・
七
M
m

や
は
り
高
い
割
合

を
示
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
南
ア
ル
プ
を
例
外
と
し
て
、
全
般
的
に
都
市
住
民
の
土
地
所
有
率
が
高
い
地
域
が
大
土
地

所
有
の
し
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
都
市
住
民
の
土
地
所
有
が
問
題
と
さ
れ
る
の
は
こ
の
大
土
地
所
有
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

大
土
地
所
有
率
の
最
も
高
い
パ
・
ラ
シ
グ
ド
y
グ
で
は
普
通
耕
地
を
五
O
ヘ
グ
グ
l
ル
以
上
所
有
す
る
都
市
住
民
は
て
五
一
八
人
い
る
が

全
体
で
二
六
九
、
O
四
五
ヘ
グ
グ

l
ル
、
す
な
わ
ち
全
域
の
二
O
M
m
、
都
市
の
所
有
の
七

0
・
九
M
m
を
占
め
て
い
る
。

る
・
と
二
O
O
ヘ
グ
グ

l
ル
以
上
、
更
に
大
き
い
地
主
（
二
O
O
ヘ
グ
グ
l
ル
以
上
の
所
有
）

こ
れ
は
一
人
平
均
に
す

二
八
二
人
に
限
っ
て
み
る
と
平
均
六
一
O
ヘ
グ
グ

ー
ル
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

大
土
地
所
有
者
に
な
る
と
貴
族
、
金
融
・
産
業
資
本
家
、
自
由
業
者
（
医
者
、
法
律
家
）

る
（
表
3
1
b
、
C
参
照
）
ο

パ
リ
の
大
土
地
所
有
が
進
ん
で
い
る
プ
リ
地
方
で
は
金
融
資
本
家
、
賞
族
、
産
業
資
本
家
が
大
土
地
所
有
の
三
大

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
り
、
こ
の
中
に
は
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
の
構
成
員
が
一
O
、

0
0
0
ヘ
グ
グ
l
ル
以
上
を
所
有
し
て
い
る
例
も
み
ら
れ
る
。

等
の
グ
ル
ー
プ
が
登
場
し
て
く
る
の
が
特
色
で
あ

大
土
地
所
有
者
の
中
で
貴
族
の
し
め
る
地
位
は
依
然
と
し
て
無
視
で
き
な
い
。

大
土
地
所
有
が
都
市
住
民
の
所
有
地
の
六
O
%
以
上
を
し
め

同
規
模
の
都
市
住
民
所
有
面
積
の
二
八
M
m
の
土
地
を
所
有
し
て
お

る
オ
l
ト
・
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
ー
で
は
、
五
O
ヘ
グ
グ
l
ル
以
上
の
貴
族
が
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
都
市
住
民
の
土
地
所
有
（
一
）

（
野
沢
）

二
五
七



表3-b トウールーズ農村におけるトウールーズ人及びパリ人の大土地所有者
(100 ha以上〉

大土地所有者
トウールーズ人 J，宅 人

〈職業別〉
地主数｜面 積｜面倒積 地主数｜商 積｜面ω積

貴族（霊長携の） 29 6,395 31. 3 16 3,060 37.2 

医 者 14 2,384 11.6 3 419 5.1 

法 律 家 13 2,268 11.1 3 479 5.8 

銀行家・卸売商 12 2,495 12.2 8 1,094 13.3 

工業・土建業者 13 2,447 12.0 4 1,927 23.5 

地 主 17 3,332 16.3 
1,243 15.1 

そ の ｛也 9 1,129 5.5 

計 107 100.0 44 100.0 

表3-c パ・ラングドックの大土地所有者（50ha以上〕

50ha以上 100ha以上 計
大土地所有者

地主数｜面積 地主数｜面積 地主数｜面積
(%) 

貴 inぇ 44 3,344 49 叫吋q鈎
44,624 16.7 

会 干上 35 2,548 83 57, 118 60,176 22.6 

ブルジョア 482 36,183 526 149, l, 008 162,245 60.8 

計 561 I 42. 07561 658 [ 226. 910) 1. 219 I 267, 0451100. o 

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
都
市
住
民
の
土
地
所
有

（
一
〉
（
野
沢
）

五
八



り
、
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
シ
ス
で
も
一

O
O
ヘ
グ
グ
l
ル
以
上
の
所
有
で
は
貴
族
の
所
有
が
三

O
%を
越
え
て
い
る

（表
3
l
a参
照
）
。
南
フ

ラ
シ
ス
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
ト
ゥ

l
ル
l
ズ
の
所
有
率
の
大
き
さ
に
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
伝
統
的
土
地
所
有
形
態
は
過
去
の
時
代
の
形
骸
に
す
ぎ
ず
単
な
る
威
信
の
た
め
の
所
有
で
あ
っ
た
り
、
都
市
に
移
住
後
も
財
産
と
し
て

た
だ
維
持
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
投
資
的
な
土
地
所
有
も
あ
る
。

し
か
し
土
地
所
有
に
示
す
関
心
の
度
合
に
よ
っ
て
そ
の
意
味
は
異
な
っ
て
く

る。
こ
の
よ
う
な
旧
来
の
形
態
に
対
し
て
表
3
（
a
、b
、
C
）
に
み
る
よ
う
に
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
大
土
地
所
有
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。
と
り
わ
け

投
機
的
土
地
所
有
の
進
ん
で
い
る
パ
・
ラ
シ
グ
ド
ッ
グ
の
ぶ
ど
う
栽
培
地
で
は
二

O
ヘ
グ
グ
1
ル
以
上
に
な
る
と
大
土
地
所
有
に
な
る
が
、
こ

の
規
模
程
度
に
な
る
と
数
人
の
農
業
労
働
者
を
雇
い
、
機
械
力
を
利
用
し
た
い
わ
ゆ
る
プ
ル
ジ
ョ
ア
資
本
家
と
な
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
全
土
地

面
積
の
五
分
の
一
を
都
市
住
民
が
所
有
し
て
い
る
パ
・
ラ
シ
グ
ド
V

グ
の
農
業
資
本
主
義
は
多
く
都
市
起
源
の
も
の
で
占
め
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
】
（
表
3
i
c参
照
）
G

ボ
ル
ド
ー
で
も
九
O
ヘ
グ
グ

1
ル
以
上
に
な
る
と
同
じ
よ
う
に
管
理
人
を
も
っ
直
接
経
営
が
支
配
的
と
な
る
。

南
フ
ラ
ン
ス
の
ぶ
ど
う
栽
培
地
の
よ
う
に
必
ら
ず
し
も
直
接
経
営
を
行
な
わ
な
く
と
も
大
借
地
農
経
営
者
が
資
本
家
的
経
営
を
行
な
う
北
フ

ラ
ン
ス
の
大
土
地
所
有
に
お
い
て
は
、
と
く
に
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
所
有
が
広
く
み
ら
れ
る
こ
と
は
プ
リ
ー
や
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
シ
ス
の
例
で
推
測

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

4
、
土
地
所
有
者
の
職
業
構
成

き
た
が
、
以
上
の
規
模
の
外
各
地
域
の
特
色
を
反
映
し
て
い
る
。

典
型
的
な
中
規
模
土
地
所
有
の
グ
イ
プ
を
示
す
ト
ゥ

l
ル
1
ズ
地
域
に
つ
い
て
み
る
と
、
周
辺
を
農
村
地
帯
に
固
ま
れ
、
第
3
次
産
業
の
中

小
、
中
、

大
の
各
土
地
所
有
規
模
別
に
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
都
市
の
土
地
所
有
者
の
職
業
に
ふ
れ
て

心
的
色
彩
の
濃
い
ト
ゥ

l
ル
1
ズ
市
の
都
市
住
民
土
地
所
有
者
の
職
業
構
成
は
、
商
業
に
携
わ
る
者
が
最
も
多
く
都
市
の
所
有
者
の
三

O
%を

占
め
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
者
は
ニ

O
t五
O
ヘ
グ
グ
l
ル
の
中
土
地
所
有
者
で
あ
る
こ
と
が
特
色
で
あ
り
、

方
の
性
格
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
同
じ
く
中
規
模
グ
イ
プ
の
北
フ
ラ
ジ
ス
の
リ
ー
ル
地
域
は
工
業
化
の
進
ん
で
い
る
地
域
の
性

こ
の
地

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
都
市
住
民
の
土
地
所
有
（
一
）

（野沢）

二
五
九



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
都
市
住
民
の
土
地
所
有
（
一
）

（野沢）

二
六
O

格
を
反
映
し
て
工
業
に
携
わ
る
者
が
圧
倒
的
に
多
く
、
都
市
住
民
土
地
所
有
者
の
二
七
%
を
し
め
、
所
有
地
の
三
二
%
が
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

属
し
て
い
る
。

こ
の
両
地
域
は
そ
の
地
域
的
性
格
を
よ
く
示
し
て
い
る
が
、

そ
の
他
た
と
え
ば
投
機
的
所
有
の
み
ら
れ
る
ボ
ル
ド
ー
で
は
会
社
組
織
に
よ
る

も
の
が
も
っ
と
も
多
く
、
都
市
の
土
地
所
有
七
八

O
件
中
二
二
一
件
、
二
八
・
三

Mmを
し
め
も
っ
と
も
多
い
。

人
、
自
由
業
、
役
人
が
続
く
が
、
ぶ
ど
う
、
木
材
の
卸
商
人
（
ラ
ン
ド
地
方
の
森
林
を
所
有
）

こ
の
よ
う
な
例
は
北
フ
ラ
ン
ス
に
行
く
と
、

次
い
で
ぶ
ど
う
や
木
材
の
卸
商

が
所
有
者
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
の
が
こ
の

地
方
の
特
色
を
示
し
て
い
る
ο

砂
糖
製
造
業
者
、

肥
料
商
人
、

家
畜
商
人
と
し
て
現
わ
れ
て
く

る

注
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三
、
都
市
住
民
の
居
住
都
市
と
土
地
所
有
圏
の
形
成

土
地
所
有
者
と
し
て
の
都
市
住
民
が
い
か
な
る
都
市
に
居
住
し
て
い
る
か
は
都
市

l
農
村
関
係
の
上
で
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
都

市
が
地
域
内
に
あ
る
か
あ
る
い
は
地
域
外
に
存
在
す
る
か
に
よ
っ
て
、
地
域
の
発
展
に
影
響
し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
都
市
内
部
の
い
か

な
る
地
区
に
土
地
所
有
者
が
居
を
構
え
て
い
る
か
も
、
都
市
の
地
区
の
景
観
、
性
格
、
住
民
の
意
識
行
動
の
上
に
反
映
さ
れ
て
く
る
。
本
稿
で

は
土
地
所
有
者
が
い
か
な
る
都
市
に
集
中
し
て
い
る
か
を
地
域
諸
都
市
と
パ
リ
に
つ
い
て
述
べ
、
こ
れ
に
関
連
し
て
地
域
都
市
が
い
か
に
周
辺

農
村
に
支
配
圏
を
形
成
し
て
い
る
か
を
み
る
。
後
者
の
土
地
所
有
者
の
居
住
地
区
の
問
題
に
は
ふ
れ
な
い
。

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た
土
地
所
有
者
と
し
て
の
都
市
住
民
と
は
一
般
に
商
業
、
管
理
、
行
政
ま
た
は

ー
、
地
域
諸
都
市
と
土
地
所
有

工
業
な
ど
の
都
市
的
機
能
を
も
ち
、
明
ら
か
に
都
市
的
と
判
定
さ
れ
る
人
口
三
、

0
0
0人
以
上
を
も
っ
、
プ
ー
ル
、
小
都
市
以
上
の
都
市
に

居
住
す
る
都
市
的
住
民
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
こ
う
し
た
都
市
に
居
住
す
る
土
地
所
有
に
つ
き
、
い
ま
ま
で
と
り
あ
げ
て
き
た
地
域
の
う
ち
パ

リ
周
辺
地
域
を
除
き
、
い
ず
れ
の
地
域
も
地
域
内
都
市
の
土
地
所
有
が
地
域
外
の
都
市
に
居
住
す
る
も
の
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
る
面
積
を

上
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
割
合
は
地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
。

Mm）
、
南
ア
ル
プ

表
4
を
み
る
と
地
域
内
都
市
の
し
め
る
割
合
が
高
い
地
域
は
ト
ゥ

l
ル
l
ズ
の
七
七
%
を
筆
頭
に
パ
・
ラ
シ
グ
ド
汐
グ
の
ぶ
ど
う
畑
（
六
六

以
上
あ
げ
て
き
た
地
域
か

（
六
五
・
三
%
〉
、
シ
ャ
ラ
ン
ト
（
六
五
・
二
形
）
、

ボ
ル
ド
ー
（
六
三
・
七
Mm）
な
ど
が
続
く
。

ら
明
ら
か
な
如
く
、
地
域
都
市
の
所
有
が
強
い
地
域
は
南
フ
ラ
シ
ス
に
位
置
し
た
地
域
で
、
と
く
に
地
域
内
に
大
都
市
が
存
在
す
る
場
合
は
地

域
内
都
市
の
占
め
る
率
が
高
く
な
る
。
そ
の
例
と
し
て
ト
ゥ

l
ル
l
ズ
地
域
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
ト
ゥ

l
ル
l
ズ
市
だ
け
で
全
都
市
住
民
の
所

有
す
る
土
地
の
三
二
%
（
七
六
、
六

O
O
ヘ
グ
グ

l
ル
）
を
所
有
し
て
い
る
。
南
ア
ル
プ
で
は
地
域
内
に
は
大
都
市
が
な
い
が
、
地
域
内
の
中

小
都
市
を
は
じ
め
、
周
辺
の
大
都
市
（
マ
ル
セ
イ
ュ
、
ニ

l
ス
な
ど
）
に
よ
っ
て
多
く
所
有
さ
れ
て
い
る
。
パ
・
ラ
シ
グ
ド
ヲ
グ
の
ぶ
ど
う
栽

培
地
が
普
通
の
土
地
と
異
な
っ
て
地
域
内
都
市
の
し
め
る
割
合
が
高
い
の
は
、
ぶ

E
う
栽
培
と
い
う
耕
作
上
の
条
件
に
由
来
し
て
い
る
。
す
な

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
都
市
住
民
の
土
地
所
有
（
一
）
（
野
沢
〉

二
六
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表
4

居
住
都
市
別
都
市
住
民
の
土
地
所
有
率

地
域
中
心
都
市

地
域
中
小
都
市

地
域
内
都
市
計

ノマ
地

域
外

都
市

地
域
外
都
市
計

地
域

地
〈
主
%
数
〉
｜
｜
面
〈
%
積〉

地〈主%）数
I
面（%）

積
地
（
主
%
）
数
｜
｜
面
（
%
積〉

地〈主%数〉｜｜面（必〉
積

地（主必〉数
｜｜ I面

（
%
積〉

地〈主%〉数
I
面
〈
%
積〉

Jレ
＼

67. s
 I

 62. o
 I

 
I
 67.8 
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I
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I
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ピ
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デ

イ
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｜
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 I
 

I
 19. 7

 ¥
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 I
 

デ
ィ

＿
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 I
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イ
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・
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｜
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¥
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ボ
Jレ

ド
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I
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泊

6
I
 24. o
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マ
ラ

ン
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わ
ち
ぶ
ど
う
栽
培
は
ご
く
一
般
に
直
接
経
営
形
態
が
と
ら
れ
る
た
め
、
あ
ま
り
距
離
的
に
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
の
管
理
は
不
適
と
さ
れ
る
こ
と

モ
シ
ベ
リ
ェ
、
ベ
ジ
ェ
、
ニ

l
ム
の
三
大
地
域
都
市
が
所
有
す
る
割
合
が
大
き
く
、

に
よ
る
。
従
っ
て
パ
・
ラ
シ
グ
ド
y
グ
の
場
合
、

一
般
の

土
地
で
は
三
市
合
わ
せ
て
、
全
都
市
住
民
の
所
有
地
の
三
五
Mmで
あ
る
が
、

ぶ
ど
う
栽
培
地
で
は
三
市
の
み
で
半
分
を
越
え
る

（
五
二

Mm）。

同
じ
く
ぶ
ど
う
栽
培
地
で
あ
る
ボ
ル
ド
ー
で
も
パ
・
ラ
ン
グ
ド
？
グ
と
同
じ
傾
向
が
み
ら
れ
、

ボ
ル
ド
ー
市
が
全
体
の
六
四
Mmを
し
め
て
い

る
以
上
に
対
し
て
北
フ
ラ
ン
ス
の
諸
地
域
で
は
南
に
比
べ
て
地
域
内
都
市
の
所
有
率
が
低
く
な
る
。

の
他
で
は
ナ
ン
ト
（
五
四
Mm）
、
ォ

l
ト
・
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

l

（
五
一
%
）

リ
ー
ル
は
六
二

Mmと
比
較
的
高
い
が
、
そ

な
ど
辛
じ
て
地
域
内
都
市
の
所
有
が
上
回
る
程
度
で
あ
る
。

ノ、

に
隣
接
す
る
イ
ル
・
ド
・
ブ
ラ
シ
ス
で
極
く
少
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
ピ
カ
ル
デ
ィ
ー
で
も
地
域
内
都
市
に
よ
る
所
有
が
半
分
以
下
で
、

三
五
・
四
Mmで
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
北
フ
ラ
シ
ス
に
お
い
て
地
域
内
都
市
の
所
有
率
が
低
い
の
は
南
フ
ラ
シ
ス
の
諸
地
域
に
比
べ
て
都
市
住

民
の
土
地
所
有
に
対
す
る
関
心
が
高
い
地
域
で
あ
り
、
ま
た
北
部
は
大
都
市
の
発
達
度
が
よ
い
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ

け
パ
リ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
結
果
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
次
項
で
と
り
あ
げ
る
。

地
域
内
都
市
と
地
域
外
都
市
の
各
住
民
に
よ
る
土
地
所
有
率
の
違
い
を
地
域
的
に
み
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
と
こ
ろ
で
地
域
内
都
市
と
地

域
外
都
市
で
は
土
地
所
有
構
造
上
若
干
の
違
い
が
あ
る
c

簡
単
に
言
え
ば
地
域
外
都
市
、
と
く
に
パ
リ
に
居
住
す
る
者
の
中
に
と
り
わ
け
大
き

い
大
土
地
所
有
者
が
所
在
し
、
そ
れ
が
各
居
住
地
ご
と
の
土
地
所
有
率
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
所
有
面
積
規
模
別
に

土
地
所
有
者
所
在
地
が
分
か
る
地
域
の
事
例
は
少
な
い
が
、
た
と
え
ば
オ

1
ト
・
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
ー
で
は
五

O
ヘ
グ
グ
l
ル
以
上
の
ラ
シ
グ
で

は
い
ず
れ
の
規
模
の
も
の
と
も
地
域
外
都
市
の
所
有
が
地
域
内
都
市
の
所
有
を
上
回
る
。
パ
・
ラ
ン
グ
ド
ッ
グ
で
は
普
通
の
耕
地
で
は
二

0
0

ヘ
グ
グ
l
ル
以
上
の
規
模
に
な
ら
な
い
と
外
部
都
市
の
住
民
の
所
有
が
地
域
内
の
そ
れ
を
越
え
な
い
。
し
か
し
こ
の
大
土
地
所
有
の
面
積
が
大

き
い
こ
と
は
全
体
か
ら
み
た
地
域
内
と
地
域
外
の
所
有
率
か
ら
知
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2
、
パ
リ
の
土
地
所
有

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、

パ
リ
に
居
住
す
る
者
の
所
有
は
き
わ
め
て
重
要
な

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
都
市
住
民
の
土
地
所
有
〈
一
）

（
野
沢
）

ニムハ－



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
都
市
住
民
の
土
地
所
有
（
一
〉

（野沢）
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陸圏（1）臣盟（2）匡冨（3惚~（4)
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図2 パリ人の土地所有

(1）都市住民の所有率 3096以上 (2）同 25～30

96 (3）間 20～259ぢ（4〕同 15～209彰（5）同

1596以下（6）不明 (7）パリ人の所有率 309彰

以上 (8）同 20～309彰 (9〕同 10～2096 (10) 

同 10%以下

二
六
四

位
置
を
し
め
て
い
る
。
ま
ず
パ
リ
人
が
ど
の

程
度
各
地
域
に
所
有
し
て
い
る
か
を
全
都
市

住
民
所
有
の
面
積
に
対
す
る
割
合
か
ら
検
討

し
て
み
よ
う
。
先
き
に
掲
げ
た
表
4
か
ら
、

パ
リ
に
隣
接
し
た
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
シ
ス
の

パ
リ
入
所
有
率
が
高
い
の
は
当
然
と
し
て

も
、
そ
の
他
に
高
い
順
か
ら
あ
げ
て
み
る

と
、
ォ
l
ト
・
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ

l
（
三
八
・

六
M
m
）
、
シ
ャ
ラ
シ
ト
（
三
四
・
八
M
m
）
、
ピ

カ
ル
デ
ィ
l

（
三
一
一
了
八
M
m
）
、

ナ
シ
ト

（
一
二
O
M
m
）
が
三
O
%
を
越
す
地
域
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
パ
リ
人
の
所
有
率
が
低
い
地

域
は
ト
ゥ

l
ル
1
ズ
（
八
・
六
M
m
）
、
南
ア
ル
プ
（
九
・
七
M
m
）
、
パ
・
ラ
シ
グ
ド
y

グ
（
普
通
畑
一
九
・
八
%
、
ぶ
ど
う
畑
九
・
O
M
m
）
、
ボ

ル
ド
ー
（
ゴ
了
三
M
m
）
、
ア
ド
l
ル
（
一
七
・
八
M
m
）
が
続
く
。
い
ま
パ
リ
人
の
所
有
率
と
各
地
域
の
都
市
住
民
の
所
有
率
を
図
の
上
に
合

せ
て
描
い
て
み
た
（
図
2
）0

・
ハ
リ
人
の
所
有
の
強
さ
の
地
域
的
違
い
は
一
様
に
は
論
ぜ
ら
れ
な
い
が
、
て
二
の
共
通
点
が
指
摘
で
き
そ
う

で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
図
か
ら
一
般
に
距
離
的
に
パ
リ
に
近
い
地
域
ほ
ど
パ
リ
人
の
所
有
が
高
く
な
っ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と

思
わ
れ
る
。
但
し
そ
の
傾
向
に
従
わ
な
い
も
の
も
あ
り
、
た
と
え
ば
シ
ャ
ラ
シ
ト
は
パ
リ
か
ら
比
較
的
離
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
所
有
率

的
剖
向
い
。
そ
の
理
由
の
一
端
は
後
に
ふ
れ
る
が
、
シ
ャ
ラ
ジ
ト
の
中
心
都
市
ア
ジ
グ
レ

l
ム
の
発
達
が
悪
く
、
こ
の
地
域
か
ら
の
離
村
人
口
が

パ
リ
へ
直
接
流
出
す
る
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
第
2
は
て
二
の
例
外
（
た
と
え
ば
ぶ
ど
う
栽
培
地
な
ど
）

地
域
内
に
と

E
ま
る
こ
と
な
く
、



を
除
い
て
、
都
市
住
民
の
土
地
所
有
が
進
ん
で
い
る
地
域
ほ
ど
高
い
と
言
え
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
パ
リ
人
に
よ
る
土
地
所
有
は
各
地
域
に
侵
透
し
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

ハ
リ
人
の
土
地
所
有
に
は
い
く
つ
か
の
グ

イ
プ
が
考
え
ら
れ
、

ω貴
族
の
遺
産
、
制
投
資
の
結
果
、
制
移
住
の
結
果
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

が
生
じ
て
く
る
。
こ
れ
を
パ
リ
人
の
土
地
所
有
構
造
、
職
業
な
ど
と
関
連
づ
け
な
が
ら
簡
単
に
考
察
し
て
お
こ
う
。

こ
れ
ら
の
現
わ
れ
方
に
よ
っ
て
地
域
の
違
い

一
般
に
パ
リ
人
に
よ
る
土
地
所
有
は
大
規
模
所
有
者
に
よ
る
割
合
が
、
他
の
都
市
人
の
そ
れ
に
比
べ
て
大
き
い
の
を
特
色
、
与
し
て
い
る
。
ィ

ル
・
ド
・
フ
ラ
シ
ス
で
は
二
八
カ
村
の
土
地
一
五
、
二
三

O
ヘ
グ
グ
l
ル
の
四
七
%
が
パ
リ
人
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
六

七
%
は
わ
ず
か
四
O
人
ば
か
り
の
五

O
ヘ
グ
グ
l
ル
以
上
の
所
有
者
に
し
め
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
パ
リ
人
所
有
の
強
い
オ

l
ト
・
ノ
ル
マ
シ

デ
ィ
ー
で
も
二

O
ヘ
グ
グ
l
ル
以
上
、
と
り
わ
け
五

O
ヘ
グ
グ
l
ル
以
上
に
し
め
る
パ
リ
人
の
優
勢
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
傾
向
は

パ
リ
人
が
全
都
市
住
民
所
有
の
二

0
・
八
%
（
三

オ
ー
ト
・
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
ー
ほ
ど
に
は
パ
リ
所
有
の
強
く
な
い
ナ
シ
ト
地
域
で
も
み
ら
れ
、

そ
の
う
ち
六
五

Mmに
相
当
す
る
土
地
が
五

O
ヘ
グ
グ
l
ル
以
上
の
大
土
地
所
有
者
に
よ
っ

て
所
有
さ
れ
て
い
る
。
更
に
パ
リ
所
有
が
弱
く
、
地
域
全
体
と
し
て
も
都
市
住
民
の
大
土
地
所
有
が
多
く
な
い
ト
ゥ

1
ル
l
ズ
地
域
で
も
、
パ

リ
人
の
大
土
地
所
有
の
優
勢
は
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
パ
リ
人
所
有
の
二

O
、
七

O
O
ヘ
グ
グ

l
ル
の
う
ち
五
一
%
は
五

O
ヘ
グ
グ
1
ル
以
上
の

所
有
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

三、

0
0
0
ヘ
グ
グ

l
ル
）
を
所
有
し
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
に
各
地
域
で
パ
リ
人
の
大
土
地
所
有
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
が
、
そ
れ
は
上
に
あ
げ
た
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
う
ち
第
一
の
伝

統
的
土
地
所
有
に
も
と
，
つ
い
て
い
る
も
の
が
多
い
。
す
で
に
都
市
住
民
の
職
業
に
つ
い
て
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

オ
ー
ト
・
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ

ー
の
貴
族
に
よ
る
規
模
別
状
況
（
九
貰
）
、
表
3
l
b
の
ト
ゥ

l
ル
l
ズ
の
結
果
か
ら
知
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
北
フ
ラ
シ
ス
の
よ
う
な
企
業
的
農
業
が
営
ま
れ
、
都
市
住
民
の
土
地
所
有
の
関
心
が
高
い
地
域
で
は
貴
族
の
子
孫
に
よ
る
伝
統
的
土
地

所
有
の
外
、
投
資
、
投
機
を
目
的
と
し
た
パ
リ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
土
地
所
有
が
進
ん
で
い
る
（
表
3
！
と
。

も
一
つ
パ
リ
人
の
土
地
所
有
に
関
し
て
重
要
な
点
は
カ
テ
ゴ

l
例
に
属
す
る
移
住
の
結
果
と
し
て
の
土
地
所
有
で
あ
る
。

と
く
に
土
地
条
件

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
都
市
住
民
の
土
地
所
有
（
一
〉

（
野
沢
〉

ニムハ五



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
都
市
住
民
の
土
地
所
有
（
一
〉

（
野
沢
）

ニムハ占ハ

の
よ
く
な
い
地
域
に
分
布
す
る
小
土
地
所
有
者
の
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。

倒
的
に
多
く
（
八
四
Mm）
、
し
か
も
そ
の
多
く
は
（
五
三
%
）

0
・
五
ヘ
グ
グ

l
ル
以
下
の
土
地
所
有
で
、

者
は
わ
ず
か
（
約
五

Mm）
に
す
ぎ
な
い
。
同
じ
く
南
ア
ル
プ
地
方
で
も
パ
リ
へ
の
移
住
に
よ
っ
て
生
じ
た
土
地
所
有
が
あ
る
が
、

料
用
植
物
を
栽
培
す
る
土
地
や
肥
沃
な
土
地
に
は
パ
リ
人
の
資
本
投
下
も
み
ら
れ
お
r

し
か
し
パ
リ
だ
け
が
土
地
所
有
に
関
係
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
大
都
市
が
地
域
外
都
市
と
し
て
参
加
し
て
い
る
こ
と
は
表
4
か
ら
明

ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
パ
・
ラ
シ
グ
ド
？
グ
で
は
マ
ル
セ
ィ
ュ
、
リ
ヨ
シ
の
進
出
が
み
ら
れ
、
両
市
合
わ
せ
て
パ
リ
の
半
分
ほ
ど
の
土
地
を
所

シ
ャ
ラ
シ
ト
地
方
に
土
地
を
所
有
す
る
パ
リ
人
は
小
土
地
所
有
が
圧

二
五
ヘ
グ
グ

l
ル
以
上
所
有
す
る

一
方
で
は
香

有
し
て
い
る
。
ナ
シ
ト
地
域
で
は
レ
シ
ヌ
、
ア
ド

l
ル
地
方
で
は
ボ
ル
ド
ー
、

ま
た
国
境
附
近
で
は
外
国
の
都
市
の
影
響
も
み
ら
れ
、
オ
ー
ト
・
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ

l
に
お
け
る
ベ
ル
ギ
ー
の
諸
都
市
、

ジ
ュ
ネ
l
プ
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。

オ
ー
ト
・
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
ー
で
は
リ
ー
ル
な
ど
の
北
部
都
市
。

ジ
ュ
ラ
南
部
に
お
け
る

3
、
土
地
所
有
圏
の
形
成

か
ら
土
地
所
有
を
媒
介
と
し
て
、
パ
リ
を
中
心
に
フ
ラ
シ
ス
全
土
と
の
聞
に
都
市

l
農
村
関
係
網
が
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

フ
ラ
シ
ス
全
土
の
結
合
関
係
は
一
ま
ず
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
内
で
成
立
す
る
関
係
だ
け
に
問
題
を
限
定
し
て
お
き
た
い
。

前
項
で
み
た
よ
う
に
パ
リ
を
は
じ
め
そ
の
他
の
大
都
市
が
各
地
域
の
土
地
を
所
有
し
て
い
る
が
、

そ
の
こ
と

し
か
し
今
は

そ
の
所
有
さ
れ
た
土
地
が
全
面
積
の
う
ち
決
定
的
な
部
分
を
し
め
て
い

る
地
理
的
範
囲
を
指
し
て
「
土
地
所
有
圏

E
ヨ
旨

E
ロ
の
芯
円
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
土
地
所
有
国
の
広
が
り
に
従
っ
て
、
各
都
市
の
階
層
性
を

地
域
の
各
都
市
の
住
民
に
よ
っ
て
土
地
が
所
有
さ
れ
て
い
る
場
合
、

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
都
市
機
能
分
類
の
基
礎
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

階
層
的
な
土
地
所
有
網
が
形
成
さ
れ
る
か
否
か
は
三
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
地
域
諸
都
市
が
ど
の
よ
う
に
土
地
所
有
に
関
与
し
て
い
る
か
に
よ

っ
て
決
っ
て
く
る
。
北
フ
ラ
シ
ス
の
場
合
、
一
般
に
パ
リ
の
カ
が
強
い
の
で
あ
る
が
、
パ
リ
に
隣
接
し
た
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
シ
ス
を
除
け
ば
、

た
と
え
ば
リ
ー
ル
で
は
調
査
地
域
が
狭
い
が
、
リ
ー
ル
・
ル

l
べ
・
ト
ル
コ
ワ
シ
の
所
有
地
が
連
担
し
た
そ
れ
ら
の
都
市
の
ま
わ
り
、

ほ
ぼ
ア

ロ
シ
デ
ィ
ス
マ
シ
全
域
（
半
径
一
五

l
二
0
キ
ロ
）
に
被
っ
て
い
る
。
同
様
の
傾
向
は
ピ
カ
ル
デ
ィ
ー
で
も
み
ら
れ
、

ワ
l
ズ
県
で
は
ア

l
ミ



ア
シ
、

y
ム
県
で
は
ボ
l
H
γ

ェ
、
ア
ベ
ヴ
ィ
ル
を
中
心
に
半
径
一
五
キ
ロ
閣
に
土
地
所
有
分
布
が
み
ら
れ
る
。

は
ル
ア
ジ
、
ル
・
ア

l
プ
ル
（
そ
れ
ぞ
れ
二
二
%
及
び
六
%
を
所
有
）
を
中
心
に
、
そ
の
他
中
小
都
市
（
二
三
Mm所
有
）

れ
ぞ
れ
土
地
を
所
有
し
、
弱
い
な
が
ら
土
地
所
有
圏
を
形
成
し
て
い
る
。

よ
り
明
瞭
な
か
た
ち
で
、
土
地
所
有
圏
の
形
成
が
み
ら
れ
る
の
は
南
フ
ラ
シ
ス
で
地
域
都
市
が
よ
く
発
達
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

ル
ー
ズ
地
域
の
場
合
は
地
域
中
心
都
市
ト
ゥ

l
ル
l
ズ
の
所
有
率
の
高
さ
は
上
述
し
た
が
、
そ
の
他
の
地
域
の
中
小
都
市
が
実
に
都
市
住
民
所

有
地
の
四
五
%
を
し
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
中
小
都
市
が
土
地
所
有
に
参
加
し
て
い
る
場
合
は
階
層
的
な
土
地
所
有
圏
を
描
く
こ
と
が
で
き

オ
ー
ト
・
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ

l
で

が
白
市
の
周
辺
に
そ

k
z
－v
y
l
 

る
。
都
市
住
民
所
有
地
の
三
分
の
一
を
所
有
す
る
中
心
都
市
ト
ゥ

l
ル
l
ズ
の
土
地
所
有
圏
は
全
面
積
の
四
分
の
一
に
及
び
半
径
三

0
キ
ロ
圏

を
境
に
急
激
に
減
少
す
る
。
そ
の
ま
わ
り
に
中
小
都
市
の
小
さ
な
土
地
所
有
圏
網
が
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
る
。

パ
・
ラ
シ
グ
ド

H
Y

グ
で
は
地
域
中
小
都
市
の
二
、
三
が
明
瞭
な
土
地
所
有
圏
を
も
っ
以
外
、
土
地
所
有
に
関
し
て
中
小
都
市
の
発
達
は
概
ね

弱
い
。
モ
シ
ベ
リ
ェ
、
ベ
ジ
ェ
、
ニ
1
l

ム
の
地
域
三
大
都
市
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
パ
・
ラ
シ
グ
ド
？
グ
全
面
積
の
一

O
分
の
一
、
ぶ
ど
う

栽
培
地
の
六
分
の
一
（
都
市
住
民
の
所
有
地
に
す
る
と
前
者
は
三
四
・
六
Mm、
後
者
は
四
九
・
七
Mm）
を
支
配
し
、
農
村
に
対
し
て
明
確
な
都

市
支
配
網
を
広
げ
て
い
る
。

各
々
の
都
市
が
構
成
し
て
い
る
土
地
所
有
圏
の
形
態
、
構
造
に
は
か
な
り
の
差
異
が
あ
り
、

分
布
、
場
所
ご
と
の
規
模
、
経
営
様
式
等
地
域
内
の
詳
細
な
分
析
を
必
要
と
す
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
都
市
住
民
の
土
地
の
地
理
的

注

（

1
）
同
・

3
g
r⑧
匂
・
品
Nm・

（

2
）
回
・
回

2
Z
2
U（
回

目

y

M
∞印・

（

3
）
同
－

U
E開
門
同
国
内
ご
⑨
司
・
昆
∞
・

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
都
市
住
民
の
土
地
所
有
（
一
）

（
野
沢
）

二
六
七



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
都
市
住
民
の
土
地
所
有
（
一
）

（野沢）

二
六
八

結

以
上
都
市
｜
農
村
関
係
の
問
題
と
し
て
の
都
市
住
民
の
土
地
所
有
に
つ
い
て
、
問
題
の
所
在
を
提
示
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
調
査
さ
れ
た
フ
ラ

シ
ス
各
地
域
の
結
果
を
紹
介
し
て
き
た
。
そ
の
際
問
題
を
出
来
る
限
り
全
般
的
に
、
全
国
的
に
展
望
し
、
地
域
的
差
異
を
浮
彫
り
に
し
よ
う
と

努
め
て
き
た
。
そ
し
て
各
地
域
に
よ
っ
て
都
市
住
民
の
土
地
所
有
分
布
、
所
有
構
造
、
職
業
、
土
地
所
有
国
な
ど
に
差
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。
こ
こ
で
一
応
の
地
域
類
型
化
を
試
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
し
か
し
都
市
の
土
地
所
有
に
よ
る
地
域
的
特
色
を
生
み
出
し
て
い
る
根
底

的
な
問
題
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
し
、
ま
た
都
市
住
民
の
土
地
所
有
の
結
果
と
し
て
、
都
市
、
農
村
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
の
考
察
も
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
都
市
住
民
の
土
地
所
有
の
地
域
的
特
色
は
歴
史
的
過
程
の
な
か
で

形
成
さ
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
上
で
確
認
さ
れ
た
地
域
的
差
異
は
こ
れ
ら
の
分
析
を
経
て
始
め
て
意
味
を
も
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ

て
小
稿
は
こ
れ
か
ら
の
問
題
を
提
起
す
る
役
割
を
果
す
も
の
で
あ
る
。


